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『
資
料
に
見
る
日
本
看
護
教
育
史
』

こ
の
た
び
平
尾
真
智
子
氏
は
『
資
料
に
み
る
日
本
看
護
教
育
史
』
を

「
看
護
の
科
学
社
」
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
平
尾
真
智
子
氏
は
医
学
書
院
で

発
行
し
て
い
る
『
系
統
看
護
学
講
座
』
の
別
巻
の
『
看
護
史
」
の
共
同

執
筆
者
の
一
人
で
、
看
護
史
に
つ
い
て
は
新
進
気
鋭
の
研
究
者
で
あ
る
。

本
書
を
一
読
し
て
先
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
よ
く
も
こ
れ
だ
け
資
料
を

精
力
的
に
収
録
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
立
派
な
看

護
教
育
史
資
料
集
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
資
料
を
集
め
る
の

に
加
年
を
超
す
年
月
を
費
や
し
た
と
著
者
は
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
根

気
に
は
心
か
ら
敬
服
し
た
い
。

本
文
に
つ
い
て
み
る
と
、
序
章
な
ぜ
い
ま
看
護
教
育
の
歴
史
を
問

う
か
。
第
１
章
明
治
期
に
お
け
る
看
護
教
育
、
第
２
章
大
正
期
・

昭
和
前
期
に
お
け
る
看
護
教
育
、
第
３
章
戦
時
体
制
下
の
看
護
教
育
、

第
４
章
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
看
護
教
育
、
第
５
章
現
代
の
看
護

教
育
、
終
章
看
護
教
育
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
、
の
７
章
に
分
け
て
論
述

し
て
い
る
。

私
事
に
な
る
が
筆
者
が
大
学
に
奉
職
し
て
い
る
時
、
昭
和
唖
年
よ
り

Ⅷ
年
あ
ま
り
看
護
学
校
々
長
を
兼
職
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の

期
間
に
も
っ
と
も
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、
な
ぜ
何
種
類
も
の
看
護
婦
養

成
所
が
存
在
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
っ
た
。

本
書
は
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
さ
て
、
本
文
を
通
読
し
て
心
に
残
っ
た
も
の
を
挙
げ
る
と
、
序
章

平
尾
真
智
子
著

で
は
看
護
教
育
と
看
護
婦
養
成
の
概
念
の
差
異
に
つ
い
て
著
者
の
見
解

を
述
べ
、
第
１
章
で
は
明
治
６
年
に
日
本
で
は
じ
め
て
陸
軍
に
お
い
て

看
護
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
国
民
の
初
等
教
育
の
普
及
は
男

女
同
一
レ
ベ
ル
ま
で
及
ん
だ
が
、
中
等
教
育
以
上
の
教
育
過
程
で
は
、

男
子
教
育
に
比
べ
女
子
教
育
は
著
し
く
不
利
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、

第
２
章
で
は
看
護
婦
の
資
格
を
取
得
す
る
に
は
、
肥
歳
以
上
で
指
定
看

護
学
校
を
卒
業
す
る
か
、
尋
常
小
学
校
卒
で
１
年
医
師
の
も
と
で
修
業

し
た
と
い
う
証
明
を
得
、
し
か
る
後
に
看
護
婦
試
験
に
合
格
す
る
２
つ

の
方
法
が
あ
る
が
、
後
者
の
方
法
で
看
護
婦
の
資
格
を
得
る
者
が
多
か

っ
た
と
記
し
、
さ
ら
に
後
者
の
方
法
で
皿
歳
で
資
格
を
得
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
場
合
は
准
看
護
婦
と
し
て
勤
務
す
る
と
規
定

し
た
。
日
本
赤
十
字
社
に
つ
い
て
は
、
第
２
章
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
草

の
根
的
民
間
慈
善
団
体
と
し
て
始
ま
っ
た
赤
十
字
活
動
が
、
日
本
で
は

中
央
集
権
的
に
高
度
に
組
織
化
さ
れ
、
他
の
民
間
団
体
の
活
動
を
ゆ
る

さ
な
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
さ
ら
に
赤
十
字
社
の
戦
前
の
看

護
婦
養
成
を
「
官
製
看
護
婦
の
養
成
」
と
い
わ
れ
た
と
い
う
。
第
３
章

で
は
赤
十
字
社
は
昭
和
略
年
に
高
等
小
学
校
卒
業
者
に
２
年
の
教
育
を

行
っ
て
乙
種
救
護
看
護
婦
の
資
格
を
与
え
る
方
法
を
導
入
し
た
。
第
４

章
で
は
、
著
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
わ
が
国
の
世
界
に
類
を
み
な
い
鴫

通
り
に
及
ぶ
複
雑
な
看
護
婦
養
成
シ
ス
テ
ム
が
こ
の
時
期
に
作
ら
れ

た
。
そ
れ
は
昭
和
詔
年
の
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
、
昭
和
泌
年
の
法

改
正
、
さ
ら
に
昭
和
銘
年
の
看
護
婦
２
年
課
程
の
設
置
で
あ
る
と
い
う
。

第
５
章
で
は
医
療
の
高
度
化
に
対
応
す
る
た
め
、
看
護
職
の
専
門
化
が

必
要
と
な
り
、
こ
れ
に
応
え
る
べ
く
看
護
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
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革
が
行
な
わ
れ
、
さ
ら
に
創
世
紀
の
看
護
職
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
看

護
制
度
検
討
会
の
報
告
」
で
は
４
つ
の
要
件
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
沿

っ
て
看
護
大
学
お
よ
び
大
学
院
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
終
章

で
は
複
雑
な
看
護
婦
養
成
制
度
の
成
立
し
た
要
因
を
あ
げ
、
今
後
の
看

護
教
育
史
研
究
の
課
程
を
述
べ
て
い
る
。

以
上
心
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
を
挙
げ
た
が
、
明
治
期
か
ら
現
代
ま
で

の
複
雑
な
看
護
婦
養
成
シ
ス
テ
ム
を
、
上
手
に
客
観
的
に
ま
と
め
ら
れ

た
労
苦
に
は
心
か
ら
賛
辞
を
送
り
た
い
。

さ
い
ご
に
一
言
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
け
ば
、
も
っ
と
も
大
切
に
す
べ

き
人
間
の
命
を
あ
ず
か
る
看
護
婦
の
教
育
が
何
故
こ
の
よ
う
に
軽
ん
ぜ

ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
真
剣
に
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
痛
感
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
看
護
職
の
身
分
が
軽
視
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
・
そ
の
要
因
は
日
本
人
の
け
が
れ
（
排

泄
物
を
扱
う
）
、
男
尊
女
卑
、
の
思
想
が
根
底
に
存
在
す
る
こ
と
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
今
後
の
看
護
教
育
史
の
研
究
は
実
体
そ
の

も
の
の
研
究
の
み
で
な
く
、
看
護
を
と
り
ま
く
、
社
会
環
境
、
思
想
面

な
ど
の
検
討
も
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
切
望
し
た
い
。

（
杉
田
暉
道
）

〔
看
護
の
科
学
社
豊
島
区
南
大
塚
一
’
四
九
’
四
、
電
話
○
三
’
三
九
四
三

’
○
二
四
四
、
平
成
十
一
年
十
一
月
三
十
日
、
Ｂ
４
判
、
一
七
四
頁
、
本
体
価

格
三
、
○
○
○
円
〕

一
三
三
頁
二
・
三
行
目

改
行
す
る

フ

（
マ
マ
）
フ
ニ

江
戸
来
我
面
談
及
二
数
回
一
段
及
二
此
害
一
風

二
ス
テ
ル

月
主
人
云
家
閾
典
依
送
之
風
月
堂
家

帰
従
活
板
印
行
寛
永
十
四
年
丁
丑
至
今
文
政
三
年

し

世
経
百
八
十
四
年

一
二
五
頁
一
七
行
目

玄
由
の
名
に
は
↓
名
は

正
誤
表

第
四
十
六
巻
第
二
号
に
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
卜

げ
ま
す
。
（
編
集
部
）


